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２．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 1000 字程度、英文 100word 程度） 

尐子高齢化の進行・社会保障の増大などによって引き起こされる社会的な問題に対して、どのよ

うに生活空間をデザインして解決へとつなげるかが注目されてきている。 

本研究はその解決の一つの方向として、建物や公的空間などの人間が活動する環境に ICT（情報通

信技術）を活用した知的情報処理機能を有したセンサを埋め込み、ネットワーク化されたこれらの

センサからの情報を統合し、さらにロボットなどの知的機械と統合することで空間の知能化を行う

ものである。安全・安心で快適に且つ、昨今の状況に鑑みエネルギーを有効活用することのできる

建物・部屋の構築に寄与するものであり、新しいライフスタイルの確立も視野に入れており、様々

な社会的な問題の解決に寄与できるものと考えている。 

本研究の最終ゴールは 2030 年に設定されている。ICT とロボティクスの融合によるイノベーショ

ンの結果、私たちの生活が知能化空間の実現とともに新しい段階に入ることを想定している。この

シナリオの詳細は、申請者らが編纂に関わったモバイル社会研究所の「2030 年のモバイル社会ビジ

ョン」http://www.moba-ken.jp/theme/2030vision.html に報告がある。 

本研究では、2012 年度及び 2013 年度において、空間知能化として進めてきた①人間の観測②人

間の知的作業支援③人間の移動支援を具体的なスペースに実装、コンセプトを視覚化し多くの方々

に認知してもらう。この作業を通して、学内学外の他分野の方々の理解・賛同を得て、2014 年度に

外部資金を獲得し次のステージへつなげ、2030 年の最終ゴールを展望した研究体制を確立するもの

である。 

2013 年度の研究計画(2011 年、本申請時)は 

(3) 2013 年度、空間知能化の公開。 

(4) 2013 年度、外部資金導入の体制、シナリオの作成および産学連携などの働きかけ。 

であり、以下のような成果を得た。 

(3)の公開に関しては、オープンキャンパス、白門際における研究室公開、2013 年 11 月 28 日の

ロボティクス空間知能化研究専門委員会講演会（日本ロボット学会との共催）での公開、12 月 13

日の外国人講演会(中大学理工学部)での公開、及び 2014 年 3 月 11 日の本研究のデモンストレーシ

ョン、を行い広く理解・賛同を得た。また、オーストラリア、韓国、オーストリア、ハンガリ、ル

ーマニアの国際会議において本研究の研究成果、広報、意見交換を行った。本研究の移動支援に関

しては TV 等で取り上げられた（2013 年 10 月ワールドサテライトニュース）。 

(4)の外部資金に関しては、エネルギーマネッジメントを中心として学術会議の「第 22 期学術の

大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン 2014）」に「空間へのエネルギーの分散化

手法の確立および空間電力分布の制御に関する研究」（計画番号 178、中央大学、JAXA）として受

理された。 

これらの成果を基に、本研究終了後も引き続き、空間知能化の深化及び外部資金獲得への取り組

みを進めていく。 
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（英文） 

We have been working for Intelligent Spaces (iSpaces) which have functions of 

understanding human activities and environments by networking sensors and serving 

people by using Mechatoronics/Robotics devices.  

This year was the final year of our project. We paid more attentions to publicity our project. 

We had shown up in several international conferences with presentations and 

demonstrations.  Especially we had a demonstration workshop of our activities on March 

11, 2014 in Kourakuen Campus. Also our activities were broadcasted on TV in October of 

2013. Many people knew our project with strong interests.  

We submitted our research proposal which was discussed in this project to Science Council 

of Japan as a master research plan 2014. They accepted our proposal as an approved theme 

No. 178. 

We will continue this project after the terminate March 31 of 2014 as a prospective research 

which was originated in Chuo University. 
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【その他】(知的財産権、ニュースリリース等) 

TBS 系列「未来の起源」において超小型パーソナルビークルの研究を報道 

リンク：http://tvtopic.goo.ne.jp/program/info/682556/index.html 

東京テレビ系列「トレたま」において超小型パーソナルビークルの研究を報道 

 

「第 22 期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン 2014）」に「空間への

エネルギーの分散化手法の確立および空間電力分布の制御に関する研究」（計画番号 178、中央

大学、JAXA）として受理されて。 
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